
島
原
市
、
南
島
原
市
、
熊
本

に
は
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

県
天
草
市
、
上
天
草
市
、
苓
北

社
協
の
職
員
が
応
援
・
協
力
し

町
、
鹿
児
島
県
長
島
町
の
６
社

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
福
祉
協
議
会
は
、

月
５
日

今
回
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

天
草
市
で
災
害
時
の
相
互
応
援

隣
接
す
る
長
崎
県
、
熊
本
県
、

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
の
６
社
協
が
相
互
に

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災

応
援
・
協
力
す
る
こ
と
に
な
り

害
が
発
生
し
た
地
域
の
社
協
が

ま
し
た
。

独
自
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

こ
の
３
県
は
、
海
を
隔
て
て

セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
災
害
救
助

隣
接
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

活
動
）
が
充
分
に
実
施
で
き
な

に
は
船
舶
を
使
用
す
る
こ
と
で

い
場
合
に
、
他
の
社
協
か
ら
職

交
通
が
確
保
で
き
、
以
前
か
ら

員
の
応
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と

深
い
交
流
が
あ
っ
た
た
め
に
、

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
津
波
防
災
の
日
」
に
協
定
を

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、

結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
九
州
北
部
豪
雨
災
害
が

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

発
生
し
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と

ィ
ア
が
駆
け
付
け
活
動
を
行
い

こ
の
よ
う
に
県
境
を
越
え
て
相

ま
し
た
。

互
応
援
協
定
を
結
ん
だ
事
例
は

そ
の
た
め
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

な
く
、
今
回
の
協
定
は
注
目
を

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

浴
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ
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（島原市福祉センター）
TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１
（島原市有明福祉センター１階）
TEL 0957-65-9090

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.shimabara-shakyo.or.jp

メール info@shimabara-shakyo.or.jp

島原市有明福祉センター リフレッシュ浴場

トレーニングルーム

休業日／毎週火曜日 営業時間／１０：００～２１：００

年
末
年
始
に
つ
き
ま
し
て
は
、
浴
場
は
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は

月

日
～
１
月
３
日
の
間
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12

29

〒859-1415 島原市有明町大三東戊1352-1

リフレッシュ浴場 TEL:0957-68-3466

トレーニングルーム TEL:0957-65-9093

島
原
、
天
草
、
長
島
の
６
社
協

県
を
超
え
て
災
害
時
協
定

職
員
を
派
遣
し
応
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ

ン

タ

ー

天
草
市
で
あ
っ
た
協
定
書
の
調
印
式
後
、
手
を
つ
な
ぎ
記
念

撮
影
を
す
る
６
社
協
の
会
長

11



香
典
返
し

米
田
栄
暉

小
山
町

石
本
定
弘

杉
山
町

林
田
成
則

本
町

地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み

ま
た
、
ガ
ス
の
点
検
は
、
県

植
田
年
信

湊
町

田
淵

保

上
の
原
二
丁
目

の
一
つ
と
し
て
、
ひ
と
り
ぐ
ら

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
島
原
部
会

宇
土
ツ
タ
ヱ

大
三
東
戊

佐
藤
秀
一

津
町

し
高
齢
者
を
対
象
に
電
気
器
具

青
年
部
と
西
部
ガ
ス
島
原
営
業

松
野
俊
治

南
崩
山
町

池
辺
久
恵

大
阪
府
泉
佐
野
市

の
点
検
を

月

日(

金)

に
、

所
が
、
器
具
の
点
検
、
部
品
の

林
田
賢
一

山
寺
町

友
永
啓
多
呂

柿
の
木
町

ガ
ス
器
具
の
点
検
を

月
７
日

交
換
や
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

西
野
要
治

湯
江
丁

中
島
禮
子

城
西
中
の
丁

(

水)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
、

点
検
し
た
世
帯
数
は
、
電
気

荒
木
洋
子

西
八
幡
町

北
尾
カ
ズ
ヱ

南
下
川
尻
町

民
生
委
員
、
社
協
が
連
携
し
実

が

世
帯
、
ガ
ス
が

世
帯
で

横
田
三
四
子

親
和
町

前
田
正
久

大
三
東
乙

施
し
ま
し
た
。

し
た
。

永
石
清
盛

新
湊
二
丁
目

嶋
田
紘
郎

下
折
橋
町

電
気
の
点
検
は
、
島
原
電
気

電
気
・
ガ
ス
ど
ち
ら
も
こ
の

長
﨑
美
奈
子

南
崩
山
町

永
藤
哲
朗

坂
下
町

工
事
業
協
同
組
合
青
年
部
と
九

点
検
活
動
は
無
料
で
、
ひ
と
り

門
畑
豊
昭

北
安
徳
町

松
本
則
明

湯
江
甲

州
電
力
島
原
営
業
所
が
、
漏
電

ぐ
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
案
内
は

中
村
宗
亮

新
馬
場
町

松
田
秀
市

南
柏
野
町

検
査
や
古
く
な
っ
た
蛍
光
灯
、

担
当
の
民
生
委
員
が
同
行
す
る

大
町
す
み
え

南
下
川
尻
町

寺
中
孝
敏

上
新
丁
一
丁
目

グ
ロ
ー
球
の
交
換
と
、
今
年
は

た
め
「
安
心
し
て
点
検
を
受
け

草
野
百
代

青
葉
町

片
山

洋

萩
原
三
丁
目

九
州
電
力
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の

ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
」
と
喜
び

三
好
滋
賀
子

中
堀
町

尾
崎

功

湯
江
丁

寄
贈
が
あ
り
、
１
世
帯
に
１
個

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

井
手
上
庄
次

大
下
町

園
田
康
浩

諫
早
市

の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

伊
藤
仁
美

大
三
東
戊

早
稲
田
金
廣

下
宮
町

隈
部
好
子

大
三
東
戊

坂
本
公
生

大
三
東
戊

本
多
靖
幸

下
折
橋
町

福
本
郁
浩

大
下
町

本
多
喜
代
寿

下
宮
町

隼
田
秀
壽

大
三
東
丁

堀
川
和
彦

下
新
丁

本
田
達
徳

新
建

坂
田
考
功

湯
江
甲

東

鷺
子

北
安
徳
町

内
田

勝

白
土
桃
山
二
丁
目

一
円
玉
寄
付

森
川
勝
也

南
島
原
市
口
之
津

徳
永
マ
サ
ヱ

崩
山
町

若
松
一
成

中
野
町

加
藤
勝
彦

弁
天
町
一
丁
目

出
田
和
信

鎌
田
町

橋
本
丈
吉

元
船
津
町

内
田

親

大
下
町

亀
澤
正
喜

坂
上
町

古
瀬
荘
倫

北
門
町

原

守
幸

桜
門
町

松
本
京
子

中
組
町

上
田
カ
ツ
ヨ

新
山
一
丁
目

中
川
幹
生

下
折
橋
町

本
多
靖
幸

下
折
橋
町

24

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年
９
月

日
～

月
８
日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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安
心
し
て
点
検
を
受
け
ら
れ
て
よ
か
っ
た

ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
宅
を
点
検

電
気
・
ガ
ス
の
業
者
、
民
生
委
員
、
社
協
が
連
携

10

26

11

手
際
よ
く
電
球
を
交
換
す
る
点
検
ス
タ
ッ
フ

ス
タ
ッ
フ
が
優
し
く
声
を
か

け
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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赤十字救急法講習会を開催!!
◎赤十字救急法基礎講習

内 容 心肺蘇生、ＡＥＤ、他

日 時 平成25年1月26日(土) 10時～16時

会 場 島原市福祉センター 島原市霊南1-17

対 照 15歳以上ならどなたでも。

教材費 1,500円

◎赤十字救急法救急員養成講習

内 容 きずの手当、止血、包帯、骨折・ねんざ、急病、搬送、他

日 時 平成25年2月9日(土)、10日(日) 9時～17時

※両日ともご参加ください。

会 場 島原市福祉センター 島原市霊南1-17

対 照 15歳以上で「赤十字救急法基礎講習」を修了した方。

教材費 1,500円

※いずれも定員30名になり次第、受付を締め切ります。

◎お申込み先

日本赤十字社長崎県支部 事業推進課

長崎市魚の町3番28号 TEL:095-821-0680/FAX:095-826-5448

２カ月ごとに消化器を買わされた！
消化器の次々販売

ある日、男性が突然訪問してきた。自分は聴覚障がいがあるため筆談な

どで会話をしたところ、細かい部分はよくわからなかったが、その男性

は消化器の交換に来た業者であるようだった。亡くなった夫が以前買っ

た消化器の交換なのだろうと思い、２万円ほど支払って交換してもらっ

た。すると２カ月後にまた同じ男性が「消化器の取り替え時期だ」と訪

ねてきたので、２万円支払って取り替えた。その後も２カ月おきに計４

回訪問を受けて消化器を交換し、８万円以上支払ってしまった。こんな

に頻繁に消化器を取り替えるのはおかしいのではないか。返金してほし

い。

ひとこと助言
●消化器には使用期限が表示されています。「交換」などと言われた場

合は、まず表示を確認してみましょう。

●一般の住宅に消化器の設置義務や交換頻度などに関する決まりはあり

ません。設置や交換の判断は、自分でよく考えて行いましょう。

●ひとり暮らしの高齢者や障がい者の家に見知らぬ人が出入りしていな

いかなど、身近な人が日ごろから気を配ることも大切です。

●少しでも不審な点や分からない点があるときは、その場で契約せず、

きっぱり断りましょう。心配なときは、警察署か島原市消費生活セン

ター（電話６２－９１００）にご相談ください。
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